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1. はじめに 
 原型炉ダイバータの設計を進めるには、ダイバ

ータプラズマ模擬実験によるダイバータ領域の

詳細な物理・化学過程の理解に基づく、シミュレ

ーションコードの高度化が不可欠である。そこで

原型炉で想定される強磁場下での高温、高密度の

プラズマを生成可能な新たな実験装置の必要性

が高まっている[1]。 
 特に、高いプラズマ密度、ガス圧力下での粒子・

輻射輸送などを詳細に議論する際にはその密度

を維持したプラズマ径の制御が重要となる。これ

まで直流放電装置におけるプラズマ径制御とし

ては、放電領域の外に電極を追加する方法が報告

されている[2]が、定量的な評価や物理機構の解明

は十分ではない。そこで本研究では、追加電極が

プラズマ直径に与える影響を検証することを目

的として直流放電プラズマ装置を用いた実験を

行なった。 

2. 実験方法 
 本研究に用いた小型直線型プラズマ装置CTP-
HC(Compact Test Plasma device with Hot Cathode)は、

LaB6熱陰極、浮遊電極、および直径4 mmの開口部

を有する陽極で構成される。今回、陽極より30 mm
下流に直径25 mmの追加電極 (AE)を設置し、-120 
Vから+20 Vまでバイアス電圧を印加した。 
 計測は放電部から約30 cm下流で、ラングミュア

プローブと可視領域分光器を用いて行い、電子密

度、電子温度、プラズマ電位および発光スペクト

ルの径方向分布を取得した。図1に、放電部の構造

および計測位置までの磁力線構造を示した。 

3. 結果および考察 
 図2に、アルゴンプラズマにおける追加電極バ

イアスによる電子密度分布の変化を示した。追加

電極に負のバイアス電圧を印加した場合、追加電

極の外側まで分布が広がる傾向がみられた。また、

追加電極を浮遊させた場合および正のバイアス

電圧を印加した場合、密度分布の半値幅は約15 
mmであった。この要因として、負バイアスによる

追加電極方向への電界によるイオンの引き出し

が影響していると考えられる。 
 講演では、質量(ラーマ半径)の異なるヘリウム

プラズマでの実験結果とも比較しながら、プラズ

マ電位分布や発光スペクトルの計測結果も踏ま

え、プラズマ径への追加電極の効果ならびにその

物理機構について議論する。 
 

     
図1 放電電極, 追加電極の配置と磁力線構造 

 
 

    
図2 異なるAEバイアス電圧における中心密度で 
   規格化した電子密度径方向分布の比較 
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